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1．はじめに
「シンハラ語に関心がある」と言うと，それを聞いたほとんどの人は「それはどこの言
葉か」という。シンハラ語はスリランカの公用語だが，日本人にはほとんど馴染みのな
い言語である。私自身，この言語と出会った時には戸惑うことが多く，特に有気音や母
音の聞き取りには苦労し，コンサルタントの口の動きを観察しながら調査を行った。
シンハラ語について書かれている日本語の文献は少ない。辞書や入門書はあるが，シ
ンハラ文字を読み書きできない者が学習するには難解で，音声教材が付属されておらず，
音の特徴は分かりにくい。そこで本稿では，表記法や音の特徴について調査し，シンハ
ラ文字には発音記号を併記する。また，シンハラ語の歴史や文法について述べ，スリラ
ンカ国内で使用されている他の言語との関連性も探り，考察する。
2．スリランカの言語概要
2.1．公用語，共通語
スリランカの公用語はシンハラ語とタミル語で，共通語として英語も広く通用する。
国民の9割はシンハラ語，タミル語を母語としており，政治や教育の現場で用いられて
いる。
シンハラ語はインド・ヨーロッパ語族のインド・イラン語派に属するインド・アーリ
ア諸語のひとつで，表記はシンハラ文字が用いられている。現在の母語話者数はスリラ
ンカの人口の約7割を占めるシンハラ人約1500万人であり，主にスリランカ国内のみで
話されている。また国内にいる他民族が第二言語として使用している（執行 1998：34）。
タミル語はドラヴィダ語族に属する言語で，シンハラ語とは異なり，スリランカの他，
インドやシンガポールの公用語でもある。総母語話者数は7400万人，国内では人口の約
2割を占めるタミル人によって話されている。書体はブラーフミー文字1由来のタミル
文字だが，南インドでの一部ではグランタ文字2も用いられる（世界の文字研究会 1993：
東京女子大学言語文化研究（Studies in Language and Culture)20(2011）pp.1-15
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268-269）。
英語はイギリスの植民地支配によってもたらされ，19世紀初頭にはイギリス人と交流
のある中流階級以上の国民だけがその教育を受け使用していた。19世紀後半からは多く
の国民が英語教育を受けられるようになり，また，現地人とイギリス人との混血も増え
英語が広まった（野口1998a：88）。1948年2月から1960年12月までは公用語とされてい
たが（野口 1984），現在では共通語となっており，公共の場では広く使われるが，教育に
おいては公用語のシンハラ語やタミル語が使用され，英語は第二外国語として取り入れ
られている（野口 1998a：89）。
2.2．クレオール語
スリランカは3つの国からの植民地支配を受けたため，移民が多い。それにより，現
地語と移民の言語の間でクレオール語が発生し，かつて労働者として連れてこられた，
マレー人の子孫によって話されている Sri Lankan Creole Malay や，都市住民であるバー
ガー人によって話されている Sri Lankan Portuguese Creole が発達した。前者は約4万
7000人（1981年）に話されているが，後者は，約4万人いるバーガー人の中でも一部で，
1971年の段階で2250人と推定されている（アシャー & モーズレイ編 福井正子訳
2000）。
2.3．消滅の危機に瀕した言語
スリランカの山岳地帯に住む先住民族ヴェッダ人の言語，ヴェッダ語は消滅の危機に
瀕している。ヴェッダとは元々「森の民」あるいは「未開人」という意味で，使用が敬
遠される場合もある（執行 1998：36）。アシャー＆モーズレイ（2000）によるとヴェッダ
語はインド・アーリア諸語に属する言語とされるが，オーストロ・アジア語系とする説
もある（執行 1998：36）。1963年の国勢調査で話者数が411人で，その後シンハラ語への
同化が進み，現在は正確な話者数が特定できておらず，ヴェッダ語は極めて危険な状態
にあるといえる。
3．シンハラ語の変遷
Geiger（1938）によると，シンハラ語の発展過程は大きく以下の4時期に分かれてい
る。
3.1．シンハラ・プラークリット語期（B.C.2世紀～A.D.3，4世紀頃）
シンハラ・プラークリット語3は，ブラーフミー文字に酷似した文字で石に刻まれてお
り，最古の記録は紀元前3世紀頃のものと思われるトーニガラ碑文である。現存する碑
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文は通常左から右へと刻まれており，稀に右から左に刻まれていた（野口 2001）。この
表記法と碑文の刻まれた時期から，これらはブラーフミー文字の中でもアショーカ王の
碑文4で有名な北方系の初期マウリヤ型5の系統と推測できる（世界の文字研究会 1993：
272）。
3.2．原始シンハラ語期（4，5世紀～8世紀頃）
原始シンハラ語期は言語学的に急激な変化があった時期だとされるが，どのような変
化をしたのかは資料の稀少さにより，明らかでない（Geiger 1938）。そのため，グランタ
文字で書かれた資料や，パーリ語6で書かれている『ディーパヴァンサ』，『マハーヴァン
サ』といった歴史書を元に，言語変遷を検討しなければならない（野口 1999）。
3.3．中世シンハラ語期（8世紀～13世紀初頭）
Geiger（1938）によれば，この時期は王家の記録が年代とともに多く残っているため，
当時の言語変化の様子が明白である。9世紀以降には文学が発達し，詩論『シヤバスカ
ラ』や『アマーワトゥラ』などがシンハラ語で書かれた。パーリ語の文章をシンハラ語
に訳すなどパーリ語の影響もうけ，11世紀から13世紀にかけて仏典ともに伝えられたサ
ンスクリット語や，タミル人の侵攻が増したことによるドラヴィダ語の音素の導入など，
音や文字が増えた時期でもある（野口 1999）。初期には古代語の語法や文法の一部と類
似した様相を示しているが，音韻的，形態的にはほぼ現代のシンハラ語と同様であった。
3.4．近代シンハラ語期（13世紀半ば以降）
1280年代前後に書かれた『シダットゥ・サンガラーワ』は，パーリ語やサンスクリッ
ト語の加わった混成シンハラ語の文法書で，現代シンハラ語でも明確に分けられている，
文語体と口語体の違いを記述したことが最も大きな特徴として挙げられる。現行のシン
ハラ語はこれ以降，字母も含め15世紀に確立したと推定される。16世紀以降，外国によ
る統治が約450年に渡り行われるが，語彙の借用や一部でクレオール語化が起こった以
外には，シンハラ語の文法や文字が変革されることなく，現代に至っている（野口 1999）。
4．文字
4.1．文字表記の変遷
中村（2001）によれば，紀元前3世紀頃のシンハラ語はブラーフミー文字系の最古の
シンハラ文字，Sinhala hodiya で表されている。紀元前3～1世紀のシンハラ語の文字
変遷については，一部を例として挙げておく（図1）。この時期の碑文の中にはブラーフ
ミー文字の系統とは異なる文字（図2）が発見されることもあり，これらの古代文字が
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インダス文字と何らかの関連性をもつとも言われる。
その後6世紀頃にグプタ文字が伝えられ，シンハラ文字はその影響化に発達し，13世
紀頃から現行の字母が固定されてきたと考えられる（世界の文字研究会 1993：272）。
4.2．現行の文字表記法
シンハラ語は丸みを帯びたシンハラ文字で表される。シンハラ語は日本語同様に開音
節の言語で，子音字と母音字の組み合わせで記される。大文字と小文字の区別はなく，
左から右に読む。アクセントは高低アクセントだが，最初の音節を僅かに強く読む傾向
があり，同じ字母でも場所によって発音が変わる（ ）場合がある（野口 1984）。
現在の字母は母音が18文字，子音が36文字の計54文字で，混成シンハラ字母と呼ばれ
る（表1）。このうち，元々シンハラ語に存在した音を表す字母は純成シンハラ字母と呼
ばれ（表2），それ以外はパーリ語やサンスクリット語から借用した音を表すために作ら
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図1 ブラーフミー系文字の変遷
（B.C.3C～A.D.1C）
図2 非ブラーフミー系古代文字
出典：言語学大辞典（2001）
表1 混成シンハラ字母
出典：言語学大辞典（2001）
れた字母である（表3，4）。パーリ語とサンスクリット語はともに仏典に使われる言語
であり，元々非常に似た音を持っているため，シンハラ語の字母でも共通するものが多
い。上記の表は，野口（1984）を元に，発音記号を付け加えたものである。
また，子音を列挙する場合は，通常母音 を添えた文字で表す。子音のみ表す場合
はハルキリーマ（ ， ）という符号をつけて表す。
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表2 純成シンハラ字母
表3 パーリ語字母（借音表記）
表4 サンスクリット語字母（借音表記）
例： ＋ （ハルキリーマ）＝
＋ （ハルキリーマ）＝
元々のシンハラ語にはなく，現行の表記法が確立した後に外来語として入った [f][z] の
ような音はシンハラ文中にアルファベットで記される。しかし近年では，こうした外来
音も独自の字母で表されることが多い。[f] は ෆという字母，[z] は ද්＋සで表され
る。
例： ／1枚の制服
z ／かずこ（人名）
また，数字も固有のシンハラ文字をもっていたが，19世紀半ば以降アラビア数字に置
き換えられ，他の句読点も英語と同じ記号が用いられるようになった（中村 2001）。
5．シンハラ語文法
以下の文法的な概略に関しては，おおむね野口（1984）による。
5.1．借音
シンハラ文字には，パーリ語，サンスクリット語から借用した音を表すものが含まれ
る。かしゃぐら通信（2005）によれば，二重母音や有気音などは仏教，仏典とともに伝
えられたとされ，現在では，日常で難解なパーリ語，サンスクリット語の語彙が使用さ
れることはほとんどなく，寺院での説法などの特別な場合にのみ用いられる。
有気音の多くや拗音ඤ はパーリ語から借用された。野口（1986）によれば，サン
スクリット語からは二重母音ඓ ，ඖ や母音ඍ ，ඎ ，ඏ ，ඐ ，
鼻音අං()（()と発音されることもある）やඅඃ ()，歯茎摩擦音ශ් も借音
された。ඎ ，ඏ ，ඐ の三音は流音のように思われるが，先行研究では母
音とされている。しかし，現在ではほとんど失われており，実際の発音を知ることはで
きない。
5.2．シンハラ語の特徴的な音
シンハラ語には他言語からの借音が多いが，母音ඇ ，ඈ はシンハラ語独自の
音で，身体の部位を表す語や指示代名詞，人称代名詞などの基礎語彙に多く見られる。
2008年のフィールド言語学の実習調査ではඑ ，ඒとの音の違いを聞き取ることが
難しかった。これはඇ ，ඈ の音が原始シンハラ語期（2.1.2.参照）にඑ ，
ඒの音から派生したもので，現在でも発音が類似しているからと考えられる。（野口
1986）。しかし，これらは明らかに異なる音素である。表1の半母音 ලと ළは共に 
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の音を示しており，同音異字である。また，半母音 はとは調査によりいずれ
の音で発音しても意味上の差異がないことが確認された。よって，同一音素の異音
であると言える。
5.3．文型
野口によると，（1984）シンハラ語の文型は大きく5つに分けられる。基本的な語順は
主語＋述語の形をとり，SCVの文型では動詞の省略をする場合も多い。通常，動詞は文
末に置くが，順序の入れ替えや，主語の省略も可能である。シンハラ語文法の最も大き
な特徴は，口語体と文語体の差異が大きいことで，文語体はより複雑な動詞活用をする。
1. S V 

2. SC(V)

3. SOV 
4. SOOV

5. SOCV

5.4．名詞
名詞は固有名詞，普通名詞，物質名詞，集合名詞，抽象名詞に分けられる。また，男
性，女性，通性，中性という文法上の4つの性（gender）による区別がある。多くは，
自然界の性（sex）に対応している。
5.4.1．名詞の性
4つの性のうち，通性は男女雌雄に関係なく一般に広く用いる語のことで，中性は性
の区別のない無生物を示す。男性名詞と女性名詞は，以下のような基準で区別すること
ができる。
(1) 途中の音節まで男女共通で，後半の音節が異なるもの。
例： ／男の先生 ―― ／女の先生
(2) 語中の子音は共通だが，母音が異なるもの。
例：  ／雄犬 ―― ／雌犬
／少年 ―― ／少女（不規則）
(3) 男性名詞の最終音節を省いて接尾辞  - をつけて女性名詞を表すもの。
例： ／雄ライオン ―― ／雌ライオン
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(4) 男性名詞と女性名詞で綴りが全く異なるもの。
例： ／父 ―― ／母
(5) 男性名詞に接尾辞 - ，- をつけて女性名詞を表すものもある。
例： ／雄の象 ―― ／雌の象
／男性歌手 ―― ／女性歌手
5.4.2．名詞の複数形
野口（1986）は，名詞の複数形を8つに分類している。普通名詞では常に単複の区別
を明らかにする必要があるが，固有名詞，物質名詞，抽象名詞は通常，複数形を有しな
い。単数形（例の左側）を基準とした場合，以下のように分類される。
(1) 単数形の末字 を省略するもの。
例： ／机
(2) 単数形の末字 を省略するもの。
例： ／頭
(3) 単数形の末字にハルキリーマをつけ，子音化するもの。
例： ／手
(4) 単数形の末字の母音 を削除し，代わりに母音をつけるもの。
例： ／鋏
(5) 単数形の末字の母音を削除し，直前の子音字を重ね，母音をつけるもの。
例： ／人（総称）
(6) 単数形の末字の ත，ද，න，ලを削除し，その前の子音に母音または
をつけるもの。
例： ／枝
／布
(7) 単数形の末字の母音を削除し，代わりに母音をつけるもの。
例： ／友達
(8) 単数形の末字に などの接尾辞をつけるもの。
例： ／母
／王
5.5．代名詞
5.5.1．人称代名詞
一人称，二人称，三人称（男女）があり，それぞれ単複の区別がある。英語の it に相
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当するものは通常指示代名詞で示されるが，動物に対しඋ，ඌが用いられる場合
もある。
また，敬語表現上の通称，親称，尊称という区別もあり，本稿では通称について述べる。
これらの人称代名詞は主格，対格，助格，助動格，与格，奪格，所有格，位置格の8
つの格を持つ。格変化は一部を除いて規則的である。助格，助動格，位置格は，対格に
日本語の助詞のような語を付けて格を示し，与格，奪格，所有格は対格＋接尾辞で格を
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表5 人称代名詞一覧（主格，通称）
表6 人称代名詞の格変化（一人称）
示す。
5.5.2．指示代名詞
場所や方向，人や物を指示する時に用いる代名詞。前述のように，it に当たる三人称
は普通指示代名詞で示される。距離の感覚（遠近）は日本語と類似する点も多い。
野口（1984）によれば，第三者及び事物が，話者と聞き手の双方に近い距離にある場
合，話者は近称Ⅰを用いてそれを示し，聞き手は近称Ⅱを用いて応じる。
5.5.3．所有代名詞
「～のもの」を表す代名詞。シンハラ語の場合，人称代名詞の所有格と同じ形をとる。
5.5.4．不定代名詞
不定代名詞は数多くあるため，一部を例として提示しておく。
例： ／ある……（人，もの）
／幾人かの…… ／いくつかの……
5.5.5．疑問代名詞
疑問代名詞には単複の区別がなく，疑問を表す語 と疑問符をつけて表す。
例： ／なぜ，どうして？（ はつけない，例外）
／何？ ／誰？
5.6．動詞
シンハラ語の動詞は現在終止形の語尾が で終わる。シンハラ語は口語体
と文語体に差異があり，口語体では人称，性，数に伴う動詞の変化が見られないのに対
し，文語体では語尾に変化が生じる（野口 1984）。ただし，文語体における動詞の語尾
― 10 ―
表7 指示代名詞
は文脈や詩的な表現などで複雑に変化し，難解であるため，本稿では口語体についての
み述べる。
5.6.1．時制による変化
口語体では，動詞は時制により変化するが，現在形と未来形は同じ形で表す（かしゃ
ぐら通信 2005）。過去形は，一部の不規則動詞を除き，現在形を規則的に変化させて表
される。
参考文献の語彙リスト（かしゃぐら通信 2005：82-86）から動詞の過去形を作る規則
性を類推した結果，以下のようなパターンが発見された。
(1) 語中の母音が変化し，語尾 が になる型。
例： ／食べる
(2) 語中の母音が変化し，語尾 が になる型。
例： ／見える
(3) 語中の母音が変化し，語尾 が になる型。
例： ／着く
(4) 語尾 を削除し，直前の音節の子音を重ね，母音 をつける型。
例： ／歩く
5.6.2．状況による変化（活用）
シンハラ語の動詞には時制による語形変化の他に，モダリティによる変化（活用）が
ある。不規則な活用をする動詞を除き，多くの動詞は「動詞語幹＋活用語尾」の形で活
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表8 動詞の活用（කනවා ／食べる）
用し，必要に応じて動詞の後に助動詞などを加える。
使役を示す場合，現在形は動詞の語幹と語尾 の間に使役の接辞
を加え，過去形の場合，過去形の語幹に接尾辞 をつける（野口 1984）。
6．結論
シンハラ語は，単語のレベルでも，語幹，接辞といった形態素の境界線が明確で活用
がわかりやすい。中世以降，言語系統の異なるドラヴィダ語系のタミル語や，西洋言語
との言語接触があったにも関わらず，シンハラ語が独自の形を保ち続けたことの要因の
一つとして，シンハラ語のシステムが早い段階で確立されていたことが考えられる。
一方で，シンハラ語は特に音について，古来より外来語を積極的に取り入れている。
現在のシンハラ語の音のうち，4割ほどはパーリ語，サンスクリット語からの借用であ
るし，近代になってから新たに，の音が英語などの外来語から借用された。
特徴的なのは，シンハラ語は外来音をとりいれる際，新たな字母を作るという点であ
る。シンハラ文字が確立する以前に取り入れられたパーリ語，サンスクリット語は，独
自の文字を持ち，仏典に記された文字は音とともに伝えられたはずである。しかし，シ
ンハラ語は音のみを取り入れ，文字は独自のものを新たに作った。もちろん，伝わった
当初に新たな字母を作成したとは考え難い為，原語の字母から新字母への移行期間が
あったと推測される。現行のシンハラ語でとの音を表す際に，アルァベット表記
する場合と，独自の字母を用いる場合があるのは，現在こうした移行期間であるからだ
と言える。
このように，シンハラ語が歴史的にその文法，文字体系を保ってきた一方，先住民族
であるヴェッダ人の言語は消滅の危機に瀕している。その主な原因は，ヴェッダ語に限
らず他の少数民族の言語でも起こりうることだが，より話者数の多い言語を使用する機
会が増え，自分達の母語よりも，それらの大言語の方が有用であるとして生じた，話者
の母語離れである。複数の言語が混在する地域では珍しくないが，土着の言語の十分な
研究がなされないまま言語が消滅してしまうことは，その民族の文化，歴史的遺産の消
失という面からも残念なことである。言語学的な記録の上からも，今後研究がなされる
ことが望ましい。
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7．おわりに
シンハラ語は私にとって，母語以外で初めて文法学習を介さずに触れた言語である。
本稿を書くにあたり文法書や辞典を参考にしたが，初めは音を聞き取り，発音記号で記
すのも難しく，シンハラ文字に至っては，皆目見当もつかなかった。調査，研究を進め
るうち，シンハラ語と日本語は，文字や音の相違点は多いが，文法的には類似点も多い
ことがわかった。スリランカは歴史上，実は日本と関係の深い国であり，今後シンハラ
語が日本人にとって身近な言語となることを望む。
最後に，フィールド言語学でのシンハラ語調査に協力してくださったコンサルタント
のディール・トク様，また，本当に親切丁寧な指導をしてくださった大角翠教授にこの
場をお借りして深くお礼申しあげます。
注
1 紀元前4世紀から紀元後5世紀頃までインドのほぼ全域で使用されていた文字。
2 南インドのタミル語地域においてサンスクリット語を表するめに用いられた文字。
3 野口（1999）によれば，紀元前6世紀から11世紀頃までインドで使用されていた民衆語のこ
と。ジャイナ教の文献などによく見られる。
4 アショーカ王はインド・マウリヤ朝の第三代王（在位 B.C.268～232年頃）。この時期の碑
文のほとんどはプラークリット語で刻まれている（山崎 2001）。
5 ビューラ （ーインドの古文字学者）によるブラーフミー文字分類のひとつ。紀元前3世紀頃
のものと思われるが，字体の地域差が激しい（世界の文字研究会 1993：225）。
6 スリランカ，ビルマ，タイなどの南方上座部仏教の聖典に使われる言語。
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Abstract
Sinhalese is one of the official languages of the Democratic Socialist Republic of Sri Lanka, and
it is spoken by around 70% of the population. In this thesis, I examine the historical
development of its writing system, and describe some of its grammatical features.
Sri Lanka is a multilingual nation. Among other languages spoken in the country, there are
Vedda, an indigenous language, Tamil, another official language, a few Creoles and English.
However, in recent years, Vedda, Dutch Creole and Portuguese Creole are endangered in the
modernization of the society.
Sinhalese is an Indo-Aryan language. It is written with original letters from ancient Indic,
Brahmi. In ancient time, Pali and Sanskrit were introduced to Sri Lanka with Buddhism and
Buddhist Scriptures. They had sounds such as diphthongs and various aspirated consonants
that did not exist in Sinhalese. Therefore, they created new letters to express those loan
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sounds. In the 15th century, the base of the present Sinhalese was established. In the 16th
century, Sri Lanka was colonized by Dutch, Portuguese and British people for 450 years. In
this situation, some creoles developed. However, Sinhalese was scarcely influenced by the
contact languages except in some loan words and pronunciation such as [f] and [z].
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